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国 語 科 学 習 指 導 案

指導者 教諭 三嶌 顕一

ア 単元名

志望理由書を作成し，文章構成を学ぶ（全５時間）

イ 単元目標

（ア）課題に応じて様々な情報を収集・活用し，自分の考えを進んで表現しようとする （関心。

・意欲・態度）

（イ）自分の考えをまとめたり深めたりして，目的に応じ，筋道を立てて文章を書くことができ

る （書く能力）。

（ウ）自分の考えを伝えるための適切な文章構成を理解し，筋道を立てて文章を書いたり，自己

評価や相互評価に役立てたりすることができる （知識・理解）。

ウ 単元の評価規準

関心・意欲・態度 書く能力 知識・理解

・様々な情報を収集・活用し， ・自分の考えをまとめたり深め ・志望理由書に適した文章構成

自分の考えを進んで表現しよ たりして，自分を伝えるとい を理解し，筋道を立てて文章

うとしている。 う目的に応じ，筋道を立てて を書いたり，自己評価や相互

文章を書いている。 評価に役立てたりしている。

エ 実際の指導

（ア）授業計画

時間 各時間の目標 主な学習活動 各時間の評価規準 評価方法

１ ア志望理由書 ①「小論文ノート」に基づき，志 ア自分の考えを伝えるとい ・観察（机

の基本構成 望理由書の意義，基本構成（過 う志望理由書の目的に適 間指導）

を理解する 去－現在－未来）や模範文例に した文章構成を理解して。

ついて説明を聞く。 いる 【知】 ※本時だけ。

イ本単元の具 ②「評価表 （資料１）に基づき， イ学習の意義を理解し，今 で 判 断 せ」

体的な学習 本単元の具体的な学習目標や到 後の学習に意欲的に取り ず，今後の

目標を理解 達点を確認する。 組もうとしている 関 学習状況を。【 】

する。 ③志望先に関する情報を収集する 観察して評

ウ情報を収集 ことの大切さについて説明を聞 価を行う。

することの く。

大切さを理 （ 事前学習シート （資料２）を「 」

解する。 配付し，次時までに志望理由や将

来像について簡潔に整理しておく

ことを各自の学習課題とする ）。

２ ア志望先の情 ①パソコン室で志望先の情報を収 ア志望理由書を作成するた ・観察（机
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報を収集す 集する。 めに必要な情報を収集し 間指導）

る。 ②「事前学習シート」に基づき， ようとしている 【関】 ・ワークシ。

イ収集した情 収集した情報や自分の考えを整 イ志望理由書に活かせるよ ート 事（「

報や自分の 理する。 うに情報や考えを整理し 前学習シ

考えを整理 （次時までに情報や考えを整理し ようとしている 【関】 ート ）。 」

する。 ておくことを学習課題とする ）。

３ ア志望理由書 ①前時までの学習を活かし 「事 ア（１）自分の考えを伝え ・観察（机，

を作成する 前学習シート」を活用しながら るという目的に応じ，筋 間指導）。

志望理由書を作成する。 道を立てて志望理由書を ・ワークシ

書くことができる 書 ート 事。【 】 （「

（学習が遅れている者は次時まで ア ２ 情報を活用したり 前学習シ（ ） ，

に志望理由書を作成しておくこと 筋道を立てて自分の考え ート ）」

を学習課題とする ） を表現したりしようとし ・志望理由。

ている 【関】 書。

４ ア志望理由書 ①前時に作成した志望理由書を読 ア文章構成を理解し，評価 ・観察（机

を自己評価 み 「評価表」の項目に基づい の観点に基づいた自己評 間指導），

する。 て自己評価を行う。 価を行うことができる。 ・ワークシ

②進路別に３人のグループになる 【知】 ート 評。 （「

イ志望理由書 志望理由書を回覧し，相互評価 イ志望理由書の文章構成を 価表 ）」

を相互評価 を行う。 理解し，志望理由書の具 ・志望理由

し，意見交 ③「評価表」を受け取り，他者か 体的な記述に基づいて意 書

換を行う。 らの評価を読む。 見交換を行うことができ

④「評価表」に基づいて，なぜそ る 【知】。

のような評価を行ったのか，意

見交換を行う。

（自己評価や相互評価で浮かび上

がってきた問題点については，次

時までに考えたり調べたりしてお

くことを各自の学習課題とする ）。

５ ア志望理由書 ア前時までの学習やオープンキャ ア（１）自分の考えを伝え ・観察（机

を書き直す ンパスの内容，指導者からの助 るという目的に応じ，筋 間指導）。

言を活かして志望理由書を書き 道を立てて志望理由書を ・志望理由

直す。 書くことができる 書 書。【 】

ア（２）前時までの学習や

（各自の進路希望に応じて学習課 オープンキャンパスの内

題に取り組む ） 容，指導者の助言を活か。

して自分の考えを表現し

ようとしている 【関】。
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（イ）学習指導案
日時 平成21年７月15日（水）第５時限 指導クラス ３年５組 指導者 三嶌 顕一
科目 現代文 教科書名 小論文ノート（本校で独自に作成したもの）
本 第４時（全５時間中）
時 ・文章構成を理解し，評価の観点に基づいた自己評価や他者評価を行うことができる。
目 （知識・理解）
標 ・文章構成を理解し，具体的な記述に基づいて意見交換を行うことができる （知識・理解）。
資 ・ワークシート（ 評価表 ）「 」
料 ・志望理由書

学習内容 学習活動 時間 指導上の留意点及び評価の実際
・本時の学習目 ・本時の目標を ３ 分 ・志望理由書として適切な文章構成を学ぶこと

導 標の確認 確認する。 一斉 を本時の目標として確認する。
・資料配付 ・前時に作成し

，入 た志望理由書
を受け取る。

・志望理由書の ・各自，前時に 1 0 分 ・ワークシートについて補足説明を加える。
自己評価 作成した志望 個人 目標に対する具体的評価規準と評価方法

理由書を読み ［規準］自分の志望理由書について，文章構，
「評価表」の 成を理解し 「評価表」の項目に基づいた，
項目に基づい 自己評価を行うことができる。
て自己評価を ［方法］観察（机間指導 「評価表」），
行う。 ［努力を要する生徒への手だて］

過去－現在－未来の３段落構成になってい
るか，確認するよう助言する。

展 ・グループ分け ・３人のグルー 2 1 分 ・進路希望（進学，就職）を考慮してグループ
展 プになる。 グ ル 分けを行う。
・志望理由書の ・グループ内で ープ ・率直な意見交換ができるように，３人のグル
相互評価 志望理由書を ープとする。

回覧し 「評 ・良い点を誉めることを重視するために 「評， ，
価表」の項目 価表」では「悪い」という表現を避ける。
に基づいて相 ・評価の観点にとらわれず，自由に感想・意見
互評価を行う を記入できるように 「評価表」にコメント。 ，

・ 評価表」を ３ 分 記入欄を設ける。「
受け取り，他 個人
者からの評価
を読む。

開 ・意見交換 ・ 評価表」に 1 0 分 ・良い点を見つけ，誉めることを重視させる。「
開 基づいて，な グ ル ・悪い点を指摘する際には，どこを直すと良く

ぜそのような ープ なるかを具体的に示すようにさせる。
評価を行った 目標に対する具体的評価規準と評価方法
のか，意見交 ［規準］志望理由書の文章構成を理解し，志
換を行う。 望理由書の具体的な記述に基づいて意見交

換を行うことができる。
［方法］観察（机間指導 「評価表」），
［努力を要する生徒への手だて］
志望理由書の具体的な記述に基づいて，良
い点や悪い点について意見を述べるよう助
言する。

ま ・資料提出 ・ 評価表 ，志 ３分 ・自己評価や相互評価で浮かび上がってきた問「 」
と 望理由書を提 題点については，次時までに考えたり調べた
め 出する。 りしておくことを各自の学習課題とする。


